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ボ ウズ コ ンニ ャ クCubicepssquamiceps(Lloyd)

は,南 ア フ リカか ら 〕本 の海 域 にか けて広 範 囲 に分布

す るエ ボ シダ イ科 の1種 で あ るが,ど の海 域 にお い て

も稀 に しか 獲 られ て い な い.日 本 近 海 の 高 知 沖 か ら

は,岡 田 ・松 原(1938)とKamohara(1952)が

MulichthyssquamicepsLloydと して,Kamohara

(1952)がCubicepsnatalensisGilchristandvon

Bondeと して 記 録 して い る.そ の後,松 原(1955)

は これ らを 同種 と してCubicepssquamiceps(Lloyd)

の 学名 を与 えて い る.Haedrich(1967)は 神 奈川 県 の

真鶴 沖 か らの もの,片 山(1976)は 瀬 戸 内 海 の柳 井 沖

か らの ものをCubicepssquamicepsと して 報 告 して

い るがAbe(1959)やJIHHA6eprHKpacK)KoBa

(1975)はC.squamicepsをC.gracilisの 幼 型 も し

くはsynonymと して お り,分 類 学 的 に は 混乱 して

い る.

筆 者 は鹿 児 島県 の錦 江 湾 内 と枕 崎 沖 か ら,21尾 のボ

ウ ズ コ ンニ ャク と考 え られ る標 本を 得 た の で,詳 細 な

形 態 上 の 測定 を行 うと と もに,既 往 の 報 告 に基 づ いて,

C.squamicepsとC.gracilisの 比 較 を 検 討 した.

こ の研 究 の指 導 と原 稿 の校 閲 を頂 いた九 州 大 学 農 学

部 の塚 原 博教 授 と有 益 な 助言 を され た 木村 清朗 氏 に心

か ら感 謝 す る.ま た,鹿 児 島大 学 の今 井貞 彦 教 授 と小

沢 貴 和 講 師 に は材 料 の一 部 の提 供 を 受 け,多 くの 助 言

も頂 き,こ こに謝 意 を表 す る.

測 定 材料

鹿 児 島県 に は 錦 江湾 か ら 薩 南 海域 に か けて,水 深

200～400mの 深海を漁場 とする 機船底曳綱漁業があ

る.こ の漁業は ヒゲ ナガエ ビを主な漁獲対 象 として い

るが,同 時 に種 々の魚類 も混獲 され,ボ ウズコンニ ャ

ク も稀 に獲れる ことが ある.こ の研究 に用 いたボウズ

コ ンニャクの標本 は,す べて機船底曳綱漁業で獲れた

エ ビの混獲物か ら採集 した もので ある(Fig.1).

筆者 は1975年7月9日 とll月13日 に鹿屋市 の 古

江漁業協同組合 の魚市場 において9個 体 と同市場で鹿

児 島大学の今井貞彦教授が1972年9月4日 に 採集 さ

れた6個 体 および鹿大の小沢貴和講師が機船底曳綱の

調査操業で1975年6月22口 と9月15日 に枕崎沖 にて

2個 体,1975年10,月26日 とll.月27日 に垂水沖 にて

4個 体採集 された ものを本研究の測定材料 とした.

漁業者の話で は,本 種 が漁獲 され ることは少ないが

8～10月 に獲 れる機会が多 く,体 長20cm以 上 の も

のはみ られないとの ことで ある.今 回,採 集 された個

体 もすべて体長20cm以 下で あつた(Tablel).

結 果

体形と体色

体 は紡錘形で側扁す る.吻 端 は丸 く,そ の長 さは水

平 眼径 に等 しい.眼 はわずかに横扁 し,大 き く,頭 長

のほぼ1/4に 等 しい.鼻 孔は 吻端近 くに2対 開 口す

る.口 は小 さいが上顎の後 縁は眼の前縁下 に達 し,口

を閉 じると,上 顎骨部 は 大きな涙骨の部分で覆われ,

前 ヒ顎骨の前半 が露出す る.口 を開 くと,前 上顎骨の

全部 と上顎骨部 の後半が露われる.鯉 膜は下方でつな

がつており,峡 窄部 とは離れている・鰓蓋 は薄 く,棘
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Fig. 1. Cubiceps squamiceps (Lloyd), standard length 141 mm.

や突起はみ られない.後 頭部,頬 部 および鰓蓋 部 か ら

尾柄部 まで,脱 落 しやす い大型の薄い円鱗が覆い,小

型の円鱗が眼の後縁部や喉部,お よび胸鰭 と尾 鰭の高

さの1/2～1/3を 覆 う.ま た第2背 鰭 と臀鰭 には,高

さの約3/4ま で変形 した円鱗がみ られ る.鱗 にはいず

れ も2～3個 の小孔が あり,粘 液を分泌 していると思

われる.側 線 は体高 の1/5～1/6の 背部にあ り,尾 柄

近 くで は大 きく轡 曲 して,や や中央を走る.第1背 鰭

は細い棘条か らな り,第5棘 が最 も長 く,基 底部前端

は胸鰭起部のわずか後方 に位置する.第1背 鰭の基底

部には溝があ り,す べての棘条 をこの中 に完全にたた

み込むことが出来 る.第2背 鰭 は第1背 鰭 とわずか に

離 れ,そ の基底部前端 は肛門部に位置 し,小 さな1棘

(稀に2棘)と18～19軟 条か らなるが,第1軟 条 が

最 も長 い.臀鰭 は第2背 鰭の第4～5条 部に始 まり,

11～皿,17～20の 鰭条の うち 第1軟 条が最 も長い.



of Cubiceps squamiceps (Lloyd).

尾 鰭 は,L二 葉 と ド葉 の 基 底 部 が重 な り合 い,中 央 部 で

交 叉 す る(Fig.2).重 な り合 い の長 さ は 尾 柄 高 比 で

24～48%で,成 長 に伴 つ て大 き くな る傾 向 が み られ,

尾 鰭 を背 方 か らみ る と,す べ て の個 体 で上 葉 が 右 側,

ド葉 が 左側 に位 置す る.胸 鰭 は非 常 に長 く,そ の 後 端

は第2背 鰭 の第3～4軟 条 部 に達 す る。 腹 鰭 は,胸 鰭

基 底 の後 端 部 に起 部 が あ り,鰭 条 の 後端 は肛 門 に達 す

る.腹 鰭 基底 の後 端 か ら 肛 門 にか けて 浅 い溝 が あ り,

この 中 に腹 鰭 を折 りた た む ことが 出 来 る.

体 は一 般 に黒 褐色 で,頭 部,背 部 お よ び尾 鰭 は特 に

黒 ず み,口 唇 弁,舌,口 腔,咽 頭 部 お よ び鰭蓋 の 内 面

は,さ らに黒 色 を 呈 す る.第1背 鰭 と腹 鰭 の鰭 膜 も黒

褐 色 で第2背 鰭 と臀鰭 の基 底 部 は褐色 を呈 す る.

体 部比

体 の各 部位 の体 長 に対 す る 百分 率 は,そ の平 均値 と

()内 に最 低 と最高 値 を示 した.

体 高(第1と 第2背 鰭 起 部 の ほぼ 中央)32.3(29.3

～34 .3),体 幅(頭 部 後 端 の 後 方)8.9(7.7～9.8),

尾 柄 高10.9(9.3～11.8),頭 長33.0(30。8～35.1),

水平 眼径8.7(7.7～10.5),垂 直 眼 径8.2(7.4～

Fig. 2. Caudal parts of Cubiceps squamiceps 
(Lloyd), showing the partial overlapping 
of the upper and lower lobes of caudal fin.

9.9),吻 長8.7(8.1～9.6),眼 隔10.4(9.6～11.4),

肛 門 前 長(吻 端 ～ 肛 門)58.4(55.7～61.9),智 鰭 前

長(吻 端 ～臀鰭 基 底 前 端)62.9(59.1～66.6),腹 鰭

前 長(吻 端 ～ 腹 鰭 基 底 前 端)42.6(40.7～45.7),背

鰭 前 長(吻 端 ～ 背 鰭 基 底 前 端)36.2(33.8～37.2),

上 顎 長9.7(8,8～10.3),下 顎 長8.9(7.7～9.8),



Fig. 3. Teeth on jaws, vomer, palatine 
and tongue. Right is frontal view and 
left is left side of  view. a1, tooth of 
anterior parts on upper jaw ; a2, tooth 
of posterior parts on upper jaw ; b1, 
tooth of anterior parts on lower jaw ; 
b2, tooth of posterior parts on lower 
jaw ; c, tooth on vomer and palatine ; 
d, tooth on tongue.

胸 鰭長32.4(30.8～35.6),腹 鰭長17.2(15.2～

20.9),第1背 鯖基 底 長22.0(20.4～23.9),第2背

鰭基 底 長35.9(33.3～38.2),臀鰭 基 底 長31.6(29.9

～34.8).

これ らの 値 の うち,頭 長 と水 平 お よび 垂 直 眼径 は,

体 長 増 加 に伴 つ て小 さ くな る傾 向が み られ るが,そ の

他 の部 位 で は一 定 傾 向 はな か つ た.

計数 形 質

背 鰭 条 数 はX～XI-I～ 且,18～19で あ り,ほ と

ん ど の個 体 がXI-1,19,臀鰭 条 数 はII～III,16～

20で あ り,そ の過 半 数 の個体 がIII,18で あつ た.腹

鰭 条 数 は1,5で あ り,胸 鰭 条 数 は16～20で あ る.

有 孔 側 線 鱗 数 は51～62で,ほ とん どが60以 下 で あ り,

脊椎 骨 数 は15～17(腹 椎)+14～16(尾 椎)=30～31

で,ほ とん どの個 体 が16+15で あ つ た.第1鰐 弓 の

鮨 杷数 は8～11+15～18=23～29で あ る.

内部 形 態

両 顎 の 内側 に は大 きな 口唇 弁 を 有 し,歯 は両 顎 鋤

Fig. 4. Gill rakers and papillae in the 

pharyngeal sacs. a, gill rakers on the 
front row of the 1st gill arch ; b, gill 

rakers on the back row of the 1st gill 

arch ; c, d, papillae in the pharyngeal 

sacs.

骨,口 蓋骨および舌 にみ られる.両 顎 には1列 の小 さ

な犬 歯状の歯があ り,部 位によつ て形が異なる(Fig.

3).す なわち,上 顎 の中央歯は1尖 頭形 であるが,ド

顎で は3尖 頭形 であり,そ れぞれ,後 方部 の歯にな る

に従 い,上 顎歯は先端が丸 くなり,ド 顎歯は3尖 頭の

中央の尖頭が大 き くなる.鋤 骨,口 蓋骨 および舌 には

1～2列 の小 さな円錐形 の歯が あり,部 位 によつての

形態的変化 はない.

鰓杷 は前列 に比 して後列が短 く,表 面には棘がみ ら

れ,第1鯛 弓には各 々10～20棘 がある(Fig.4a,

b).擬 鰓はよ く発達 する.

咽頭部 の直後 には,ヒ トの腎臓形を した相称嚢の極

めて厚い筋 肉壁か らなる食道嚢が あり,こ の内腔 は相

互 に通 じた2室 に分かれている.左 右の嚢 の内面 には

各 々6～10条 の肉質の隆起が放射状 に並ぶ.隆 起上部

には棘状 の歯が,角 質基底 の上面 に関節 を もつて密生

し(Fig・4c),隆 起の側面 と各隆起の間 に は 角質柱

状部が埋没 し,表 面 には多数の棘状 歯が関節を もつて

密生する.角 質柱状部の埋没部 には,3～7本 の星状

に延びた脚根が あり,多 数 の柱状部か ら 出た もので,

縦横 に入 り混つ ている(Fig.4d).左 右の嚢 の 境界

部 には棘状 の食道歯がない.



尾 部 の骨 格 はFig.5に 示 した.一 般 にス ズ キ型 魚

類 の 下尾 軸骨 は6個 で あ るが,本 種 は第2と 第3が,

第4と 第5が 融 合 し,4個 の下 尾 軸 骨,3個 の上 尾軸

骨 お よ び2個 の 尾 神 経骨 を もつ.

消 化 管 は長 く,体 長 の1.5～2.0倍 で,胃 は大 き く

V型 で あ る.食 性 を 明 らか にす るた め,消 化 管 内 容物

を観 察 した.胃 は内 容物 が 充 満 し,そ の大 部 分 は腔腸

動物 の体 の一 部 で,稀 に端 脚 類 や エ ビ お よび カ ニ の幼

生 も認 め られた が,腸 管 に は摂 食物 は なか つ た.

生 殖 巣 に よつ て 雌雄 を判 別 した が,21尾 中,3尾 が

雌 で,性 比 に偏 りが み られた.卵 巣 は右 よ り左 が わず

か に大 き く,卵 径0.05～O.6mmの 卵 粒 が 認 め ら れ

る.7,9,ll月 と月 を経 る に従 つ て,卵 巣 内 卵 の卵 径

が 大 き くな る と同 時 に放 卵 後 の卵巣 を もつ 個 体 も出現

す る傾 向が あ り,11月 頃 に産 卵 す る と考 え られ る.

生 息 場所

錦 江湾 内 にお ける本 種 の獲 れ る 海域 は,湾 の最 深 部

の 鹿屋 沖 か ら垂 水 沖 の水 深200～250mの 底 層 で,田

ノ上(1955)に よ れ ば底 層 の年 間 水 温 は15.5±0.3℃,

そ の底 質 は 軟 泥 で あ る.湾 外 に お い て 漁 獲 さ れ る 場

所 は,枕 崎 と黒 島 お よ び 硫 黄 島 との ほぼ 中 間 の 水 深

300～400mの 底 層 で,鹿 児 島県 水 産 試 験 場(1975)

によ る と年 間 水 温 は,水 深300mで11.5±0.8℃ で

あ る.

Lloyd(1909)は ア ラ ビア海 の水 深900m,岡 田 ・

松 原(1938)は 高 知 沖 の深 海,Smith(1949)は ナ タ

ー ル沖 の水 深300～500m ,蒲 原(1950)は 高 知 沖 の

深 海 か ら 本 種 を 採 集 して い る こ とか ら み て,本 種 は

200m以 深 の水 温16℃ 以 下 で 年 間 変 動 の少 な い深 海

を主 な生 息場 所 と して い る と考 え られ る.

論 議

エ ボ シダ イ科 魚 類 は,両 顎 の ほか に鋤 骨,口 蓋 骨,

咽舌 骨 およ び基 鯉 骨 に小 歯 が あ り,食 道 嚢が あ る こ と

尾 柄 高 の 体 長 比 が5%以 上 で,背 鰭 と臀鰭 が 各 々15

条 以 上 とい う特 徴 を もつ て い る.さ らに,Haedrich

(1972)に よ る と脊 椎 骨数15+16,背 鰭軟 条19～21,

唇 鯖 軟 条18～21で,胸 鰭 条 数 が18～21の 特 徴 を もつ

もの はCubicepssquamiceps(Lloyd)で あ り,今 回

の 標本 が これ らの 特 徴 と ほ ぼ 一 致 す る ことか らC.

squamicePSと 同定 した.

しか し,Abe(1959)は(7.squamiceρsがC.

gracilisの 幼 型 で あ る と し,JTIHHIz6eprHKpacroKoBa

(1975)はC.gracilisのsynonymと して い るが,

両 種 の詳 細 な比 較 は な く,C.squamicepsがC.gra一

Fig. 5. Caudal skeleton of Cubiceps 
squamiceps (Lloyd).

citisのsynonymと す る根 拠 はな い.

そ こで 両種 を比 較 す るた め,既 往 の 報告 よ り計 数 形

質 を纒 めた(Table2).こ れ によ れ ば,背 鰭 条 数 にお

い て は,軟 条 部 で わ ず か な 重 複 が あ る も の の,C.

squamicePSよ りC.gracitisの 方 が 多 く,臀鰭 条 数 に

つ い て も同様 の傾 向が み られ る.ま た,胸 鰭 条 数 で は

C.gracilisの20～25は,C.sguamicepsの18～20

に比 べ て 明 らか に多 く,有 孔 側 線 鱗 数 で も60～69と

50～55で 明確 な違 いが あ る.脊 椎 骨数 につ いて,Abe

(1955)はC.gracilisが12+19=31と して い るが,

Haedrich(1967)はC.gracilisl5+18・=33,C.

squamiceps15+16=31と,そ の 違 い を 明 示 し,

Ahlstrometal.(1976)は エ ボ シダ イ科 でC.gracilis

の みが33～34と 報 告 して い る.

各 部 の体 長 比 は,C.gracilisに つ いてAbe(1955),

Kamohara(1952),Tortonese(1968),Haedrich

(1972)お よびTpyHoB(1975)の 報 告 を ま とめ る と,

体 高23.5～31.0%,頭 長26.8～32.3%,眼 径5.7～

9.6%,吻 長6.0～10.0%,眼 隔7.8～10.6%,尾

柄 高7.0～10.0%で あ る.し か し,C.squamicepsで

は,Kamohara(1952)に よ る と体 高3L3～35,7%,

頭 長31.3～35.7%,眼 径7.6～9.9%,吻 長6.9～

8.9%,眼 隔9.8～10.8%,尾 柄高10.0～ll.1%で,

大 部分 の形 質 にお い てC.squamicepsの 方 が 大 き く,

特 に体 高 と尾柄 高 は,そ の 傾 向が 顕 著 で あ つ た.

両 種 の採 集場 所 につ いて,既 往 の報 告 を纒 め て み る

と,C.gracilisは 大 西 洋,地 中海 お よび太 平 洋 に,C.

squamicepsは イ ン ド洋 と太平 洋 に分 布 し,両 種 の 出

現 す る海 域 もあ るが,分 布 の 違 いが 認 め られ る(Fig.

6).



Table 2. Meristic counts of Cubiceps gracilis (Lowe) and C. squamiceps (Lloyd).

Cubiceps gracilis (Lowe) 
 Lowe (1843) 

 Smith (1949) 
 Herre and Herald (1950) 

 Abe (1955) 
 Tortonese (1968) 

 Haedrich (1967) 
 Haedrich (1972) 
 Tpyxou (1975) 

Cubiceps squamiceps (Lloyd) 
 Lloyd (1909) 

 Smith (1949) 
 Kamohara (1952) 

 Kamohara (1952)* 
 Haedrich (1967) 

Cubiceps squamiceps 
   (present specimens)

* Cubiceps natalensis Gilchrist and von Bonde

Fig. 6. Locations where Cubiceps squamiceps (opened circle) 
and C. gracilis (closed circle) were collected.

以上,両 種 を比較するために引用 した報告の体長 は

C.graciiisで5～1,075mm,C.sguamicepsで84～

264mmで,(r.squamicepsが(r,.gracilisの 幼型で

あるとは考 え られない.

筆者は尾鰭 の上葉 と下葉基部の特異 な重な り合 いを

認めたが,尾 部骨格には 特別な 構造 は みられなかつ

た,し か し両葉の内側の下尾軸骨が後半部で上下に離

れ,鰭 条基部 も互 いに著 しく分離 し,上 葉 内側の2～

3本 の鰭条が下葉方向に,下 葉の ものは上葉方向に延

びている ことと,さ らに成長 に伴い,重 な り合いの程

度が大き くなることが特徴的で他の魚類では認め られ

ない特徴である.
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                                 Summary 

   Cubiceps squamiceps (Lloyd) has been recorded only from Kochi, Oase, Manazuru 
and Yanai in the adjacent waters of Japan. I collected samples of Cubiceps at Furue 
fish market, Kagoshima. They were taken by japanese danish seine off Furue situated 

in the Kinko Bay and afterwards I could collect the same species from the outside 
of its bay. 

   Abe (1959) suggested C. squamiceps is the young of C. gracilis, and JIm 46epr 11 
Kpacroxona (1975) considered that C. squamiceps is a synonym of C. gracilis. But judg-
ing from meristic characters (the numbers of pored scales on lateral line, pectoral, 
dorsal and anal fin rays, and vertebrae) and proportional measurements (body depth, head 
length and caudal peduncle depth), Cubiceps squamiceps is regarded distinct species from 
C. gracilis. I identified above-mentioned samples with Cubiceps squamiceps. 

   It seems C. squamiceps and C. gracilis are partially different in distributions, namely, 
the former distributes in the Indian and Pacific Oceans, the latter in the Mediterranean, 
Atlantic and Pacific Oceans. 

   I recognized a remarkable character about the caudal fin, that is, at the parts of 
bases of lobes, upper and lower lobes of caudal fin overlapped one another, and situat-
ed at the sides of right and left, respectively.


